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コ
ラ
ム

佐田岬灯台（愛媛県伊
い

方
かた

町
ちょう

）

日本一細長い佐田岬半島先端の岸壁にそ
びえ立つ白亜の灯台。四国の最西端にあ
り、晴れた日には豊予海峡を隔てた九州
を遠望できる。夕暮れになると海に溶け
ていく夕日を見ることができ、日中とは
違ったローケーションに早変わり。大自
然に囲まれた遊歩道は、木漏れ日を浴び
ながら樹生林を抜け、潮風を受けながら
青い海を眼下に見下ろすことができる。

写真キャプション

最
近
、
某
週
刊
誌
の
記
事
に
、
高
齢
者
が
避
け
る

べ
き
活
動
と
し
て
「
住
み
慣
れ
た
自
宅
を
売
却
す

る
」、「
退
職
金
を
投
資
に
回
す
」、「
妻
の
死
後
に
再

婚
す
る
」
な
ど
と
並
ん
で
、「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」
が

挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
地
域
デ
ビ
ュ
ー
す
れ
ば
、
無
償

で
や
た
ら
と
忙
し
い
仕
事
が
増
え
、
そ
の
上
、
何
か

と
責
任
を
問
わ
れ
た
り
、
時
に
は
非
難
を
浴
び
た
り

で
、ろ
く
な
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
実
際
、

全
国
的
に
自
治
会
に
加
入
し
な
い
と
い
う
人
が
増
え

て
い
る
。
そ
の
主
な
理
由
が
「
役
員
に
な
る
の
は
嫌

だ
か
ら
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
代
表
的
な
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
社
協
」）

地
区
部
会
は
、「
地
域
住
民
同
士
が
、
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
地
域
の
生
活
・
福
祉
課
題
や
困
り
ご
と

を
自
分
た
ち
自
身
の
問
題
と
受
け
止
め
、
関
係
機
関

や
専
門
機
関
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
解
決
に
向
け

て
協
議
し
、『
誰
も
が
安
心
し
て
共
に
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
目
指
す
（
岡
山
県
社
会
福
祉

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）」と
い
う
使
命
を
担
っ

て
い
る
。
自
治
会
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た

住
民
の
自
主
的
な
互
助
活
動
の
必
要
性
は
広
が
っ
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

自
治
会
や
社
協
地
区
部
会
の
活
動
は
、
自
治
会
の

構
成
員
か
ら
集
め
ら
れ
た
会
費
や
募
金
で
成
り
立
っ

て
い
る
。
公
的
な
資
金
助
成
、
補
助
も
あ
る
が
、
そ

れ
ら
も
ほ
と
ん
ど
、
も
と
も
と
自
治
会
で
集
め
ら
れ

た
資
金
が
、
一
旦
、
市
町
村
や
市
町
村
社
協
に
入
り
、

還
流
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
自
治
会
に
入
ら
な
い

人
た
ち
は
、
こ
う
し
た
負
担
を
せ
ず
に
、
自
治
会
そ

の
他
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
行
っ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

今
、
多
く
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
は
、
メ

ン
バ
ー
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

慢
性
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。
と

く
に
I
T
技
術
に
長
け
た
若
い
世
代
（
60
代
で
も
十

分
若
い
の
で
す
）
の
参
入
は
渇
望
さ
れ
て
い
る
。
地

域
デ
ビ
ュ
ー
を
厭
わ
ず
に
、
一
緒
に
暮
ら
し
が
い
の

あ
る
地
域
を
つ
く
っ
て
行
こ
う
で
は
な
い
か
。
地
域

の
中
の
人
の
つ
な
が
り
が
、
地
域
の
新
し
い
活
力
の

源
に
な
る
。
待
っ
て
い
る
の
は
決
し
て
面
倒
な
仕
事

ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
側
、
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
側
と
い
う
壁
を
越
え
た
笑

顔
の
交
歓
が
あ
る
。
自
己
実
現
の
チ
ャ
ン
ス
も
広

が
っ
て
い
る
。

作
新
学
院
大
学
名
誉
教
授
・
と
ち
ぎ
協
働
デ
ザ
イ
ン
リ
ー
グ
会
員

橋は
し

立だ
て　

達た
つ

夫お

「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」
を
す
べ
き
で
な
い
!?

荒
木
会
長
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
河
野
大
臣
と
意
見
交
換
�
�
�
�
�
⑵

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑶

「
地
方
創
生
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て
」
③ 

　

～
令
和
３
年
度
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を
選
定
し
ま
し
た
～
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑷

「
Ｇ
ｏ
！ 

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
～
今
を
乗
り
越
え
、
そ
の
先
へ
～
」
＝
福
島
県
川
内
村
��
�
�
�
⑻

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑿

「
ほ
ど
ヨ
イ
！
田
舎
」
を
前
進
さ
せ
ま
す
��
�
�
�
�
岡
山
県
勝
央
町
長　

水
嶋　

淳
治
�
⒁

活�

動

情�

報

政�

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想
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は
じ
め
に
、
河
野
大
臣
か
ら
海
外
渡
航

者
向
け
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

証
明
」
の
発
行
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

発
行
の
根
拠
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録

シ
ス
テ
ム
（
V
R
S
）
へ
の
入
力
や
旅
券

番
号
の
入
力
等
、
自
治
体
が
行
う
業
務
に

関
し
て
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。

ま
た
、ワ
ク
チ
ン
の
配
分
に
つ
い
て
は
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
･
モ
デ
ル
ナ
社
を
合
わ
せ

た
ワ
ク
チ
ン
総
量
は
希
望
す
る
国
民
全
員

接
種
分
を
確
保
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、

当
面
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量

が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
都
道
府
県
へ
の

配
分
は
、
①
第
10
ク
ー
ル
（
7
月
19
日
の

週
及
び
26
日
の
週
に
配
送
）
の
配
分
に
関

し
て
は
接
種
が
進
ん
で
い
る
都
道
府
県
に

優
先
配
分
す
る
、
②
接
種
の
進
捗
状
況
は

V
R
S
の
接
種
実
績
に
よ
っ
て
判
断
す

る
、
つ
い
て
は
③
各
町
村
は
接
種
実
績
を

迅
速
に
入
力
い
た
だ
き
た
い
、
ま
た
、
④

シ
ス
テ
ム
入
力
に
ア
ル
バ
イ
ト
等
外
部
人

材
を
活
用
す
る
際
の
経
費
は
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保

事
業
」
で
全
額
国
が
措
置
す
る
の
で
積
極

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

－

と
方
針

を
説
明
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
大
企
業
が
な
い
自
治
体
で

は
職
域
接
種
へ
の
申
請
が
進
ん
で
い
な
い

現
状
を
示
し
、
中
小
企
業
の
従
業
員
を
集

め
て
も
千
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
商
工

会
議
所
・
商
工
会
と
自
治
体
が
話
し
合
い
、

自
治
体
の
集
団
接
種
会
場
の
中
に
中
小
企

業
の
枠
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要

請
が
あ
っ
た
。

荒
木
会
長
は
、「
現
在
、
町
村
で

は
、
全
力
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
医
師
・
看
護
師

が
十
分
で
な
い
中
、
都
道
府
県
や

医
療
関
係
者
の
ご
支
援
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
高
齢
者
接
種
に
つ
い

て
は
、
早
い
町
村
で
は
終
了
し
つ

つ
あ
り
、
そ
の
後
順
次
切
れ
目
な

く
64
歳
以
下
の
接
種
に
つ
な
げ
て

い
け
る
よ
う
、
接
種
券
の
配
布
を

は
じ
め
体
制
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
」
と
現
状
を
伝
え
た
う
え
で
、
①
ワ
ク

チ
ン
の
配
分
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
ワ
ク

チ
ン
総
量
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
い
た

だ
き
、
各
町
村
が
策
定
す
る
接
種
計
画
に

基
づ
い
て
速
や
か
に
希
望
者
が
接
種
を
完

了
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
必
要
量
が
現
場
に
行
き
わ
た
る
た
め
の

適
切
な
ワ
ク
チ
ン
配
分
を
お
願
い
す
る
。

そ
の
際
、
具
体
的
な
配
分
時
期
及
び
配
分

量
等
、
接
種
の
実
施
に
必
要
な
情
報
を
町

村
に
可
能
な
限
り
迅
速
に
提
供
し
て
い
た

だ
き
た
い
、
②
V
R
S
に
入
力
さ
れ
た
数

値
で
ワ
ク
チ
ン
の
割
り
当
て
を
判
断
す
る

と
い
う
方
針
つ
い
て
、
接
種
自
体
は
進
ん

で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
V
R
S
へ
の
入

力
が
遅
れ
た
た
め
に
配
分
量
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
避
け
た

い
。
接
種
完
了
後
、
で
き
る
だ
け
速
や
か

　

荒
木
泰
臣
全
国
町
村
会
長
（
熊
本
県
嘉
島
町
長
）
は
、
6
月
18
日
、
河
野

太
郎
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
）、

藤
井
比
早
之
内
閣
府
副
大
臣
、
山
本
博
司
厚
生
労
働
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大

臣
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
意
見
交
換
（
W
E
B
会
議
）

を
行
っ
た
。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJ21-00628（2021.4.19作成）
▲意見を述べる荒木会長

荒
木
会
長
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

荒
木
会
長
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
円
滑
な

円
滑
な  

実
施
に
向
け
て
河
野
大
臣
と
意
見
交
換

実
施
に
向
け
て
河
野
大
臣
と
意
見
交
換
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に
V
R
S
に
入
力
す
る
こ
と
の
重
要
性
は

十
分
に
認
識
し
て
い
る
一
方
で
、
小
規
模

町
村
で
は
少
な
い
職
員
数
で
多
く
の
業
務

を
抱
え
、
入
力
業
務
に
専
念
で
き
ず
遅
れ

が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
実
態
も
あ
り
、
一

生
懸
命
努
力
し
な
が
ら
も
現
場
業
務
に
大

き
な
負
荷
が
か
か
っ
て
い
る
現
状
も
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
、
③
大
規
模
接
種
会
場

や
職
域
等
の
集
団
接
種
で
使
わ
れ
て
い
る

モ
デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
7
月
以

降
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
が

落
ち
る
た
め
、
各
自
治
体
の
集
団
接
種
会

場
で
の
使
用
も
含
め
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
・
モ

デ
ル
ナ
の
全
国
的
な
配
分
調
整
等
の
対
処

方
針
も
検
討
す
る
必
要
が
で
て
き
て
い
る

の
で
、
接
種
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
な
い

た
め
に
も
、
早
急
に
方
針
を
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
強
調
、
国
の
対
応
を
強
く
求

め
た
。

ま
た
、
集
団
接
種
会
場
に
お
け
る
暑
さ

対
策
で
必
要
と
な
る
エ
ア
コ
ン
等
の
設
置

費
用
に
係
る
財
政
支
援
や
、
12
歳
以
上
の

児
童
生
徒
へ
の
接
種
に
関
す
る
国
の
方
針

の
早
期
提
示
を
要
望
し
た
。
加
え
て
、
集

団
接
種
会
場
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
が
近

隣
市
町
村
で
接
種
と
な
っ
た
場
合
に
お
け

る
（
特
に
高
齢
者
の
）
送
迎
等
の
対
応
や
、

予
約
セ
ン
タ
ー
等
の
職
員
が
ク
レ
ー
ム
対

応
等
で
辞
め
た
後
の
人
員
確
保
の
難
し
さ

な
ど
、
町
村
現
場
が
抱
え
て
い
る
課
題
や

厳
し
い
状
況
を
伝
え
た
。

荒
木
会
長
の
発
言
を
受
け
、
河
野
大
臣

は
、
今
後
も
ワ
ク
チ
ン
配
分
や
供
給
量
に

関
す
る
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
と
の
姿

勢
を
示
す
と
と
も
に
、
接
種
実
績
は

V
R
S
の
数
値
で
し
か
判
断
で
き
な
い
た

め
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
も
活
用
し
て
是
非
と

も
入
力
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
回

答
。
ま
た
、
児
童
生
徒
へ
の
接
種
に
つ
い

て
は
、
近
日
中
に
文
科
省
、
厚
労
省
か
ら

方
針
が
示
さ
れ
る
こ
と
や
、
集
団
接
種
会

場
に
お
け
る
暑
さ
対
策
・
集
団
接
種
会
場

に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
へ
の
近
隣
で
の
接

種
対
応
等
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
と

述
べ
、
意
見
交
換
を
終
了
し
た
。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJ21-00628（2021.4.19作成）

　◎
町
村
週
報
ご
購
読
の
ご
案
内
◎

　「
町
村
週
報
」を
毎
号
ご
自
宅
や
職
場

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
購
読
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

zck.or.jp

）

に
て
、
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、
５
０
０
円
（
送
料

込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

折
り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

神
奈
川
県
町
村
会
は
令
和
３
年
５
月
18
日

の
臨
時
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
６
月
12
日
就
任
）

神
奈
川
県
町
村
会
長

足あ
し

柄が
ら

上か
み

郡
山や
ま

北き
た

町

湯ゆ 
川か
わ

　
裕ゆ
う 

司じ

昭
和
27
年
生

【
役
場
住
所
】
足
柄
上
郡
山
北
町
山
北
１

３
０
１

－

４

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
３
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽

平
成
15
年
山
北
町
議
会
議
員
▽
平
成
22
年

山
北
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
25
年
６

月
神
奈
川
県
町
村
会
監
事
▽
平
成
26
年
12

月
同
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
定
住
促
進
住
宅
「
サ
ン

ラ
イ
ズ
や
ま
き
た
」
整
備
事
業
▽
新
東
名

高
速
道
路
（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

整
備
事
業
▽
小
中
学
校
統
合
推
進
事
業
▽

や
ま
き
た
こ
ど
も
園
整
備
事
業
▽
鹿
島
山

北
高
等
学
校
の
誘
致
▽
森
林
ふ
れ
あ
い
健

康
セ
ラ
ピ
ー
推
進
事
業
▽
平
山
工
業
団
地

へ
の
企
業
誘
致
▽
丸
山
住
宅
用
地
分
譲
事

業
▽
Ｄ
５
２
蒸
気
機
関
車
の
動
態
化
▽
丹

沢
湖
湖
面
利
用
事
業
（
Ｓ
Ｕ
Ｐ
の
普
及
啓

発
）

【
趣
味
】
読
書
・
映
画
鑑
賞

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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は
じ
め
に

は
じ
め
に

以
前
掲
載
し
た
「
地
方
創
生
に
向
け
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て
」（
２
０
２

１
年
１
月
11
日
・
３
１
４
５
号
）（
２
月

１
日
・
３
１
４
７
号
）
の
第
３
弾
と
し
て
、

第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」（
２
０
２
０
改
訂
版
）
や
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
１
」

で
位
置
づ
け
ら
れ
た
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
」の
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
選
定

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
選
定

令
和
２
年
12
月
21
日
の
第
２
期「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
２
０

２
０
改
訂
版
）
閣
議
決
定
を
受
け
、
本
年

１
月
19
日
に
坂
本
地
方
創
生
担
当
大
臣
の

閣
議
後
会
見
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
募
集
開
始
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
募
集
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
評
価
視
点
（
自
律
的
好
循
環
の
形
成
な

ど
）
に
加
え
、
菅
総
理
の
「
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
宣
言
を
踏

ま
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
向
け
た
取
組
の

推
進
に
よ
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目

指
す
べ
く
、
選
定
基
準
に
脱
炭
素
の
視

点
を
加
え
、
選
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

募
集
開
始

後
、
全
国
の

自
治
体
か
ら

53
の
提
案
が

あ
り
、
有
識

者
に
よ
る
書

面
審
査
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で

の
ヒ
ア
リ
ン

グ
審
査
を
経

て
、
５
月
21

日
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市

を
31
都
市
、

自
治
体
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
モ
デ
ル

事
業
を
10
事

業
選
定
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都

市
選
定
証
の

授
与
式
を
行

い
ま
し
た
。

（
資
料
１
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
は

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
に
貢
献
す
る
優
れ
た
取
組
と
認

め
ら
れ
る
提
案
を
し
た
都
市
・
地
域
の
こ

と
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
沿
っ
た
統

合
的
取
組
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
都
市
・

地
域
の
中
か
ら
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の

三
側
面
に
お
け
る
新
し
い
価
値
創
出
を
通

し
て
、
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
都
市
・
地
域
を
「
Ｓ

都道府県 選定都市名 都道府県 選定都市名 都道府県 選定都市名

北海道 上士幌町 新潟県 妙高市
京都府

京都市

岩手県 一関市 福井県 ★福井県 京丹後市

山形県 米沢市
長野県

長野市 大阪府 能勢町

福島県 福島市 伊那市
兵庫県

姫路市

茨城県 境町

岐阜県

岐阜市 西脇市

群馬県 ★群馬県 高山市 鳥取県 鳥取市

埼玉県 ★埼玉県 美濃加茂市 愛媛県 西条市

千葉県 市原市 静岡県 富士宮市
熊本県

菊池市

東京都
墨田区

愛知県
小牧市 山都町

江戸川区 知立市 沖縄県 ★沖縄県

神奈川県 松田町 ・都道府県・市区町村コード順
・黄色網掛けは「自治体ＳＤＧｓモデル事業」選定都市
・★はＳＤＧｓ未来都市のうち都道府県

令和3年度 ＳＤＧｓ未来都市 選定都市一覧

資
料
１

「地方創生に向けた「地方創生に向けた
SDGsの推進について」③SDGsの推進について」③

～令和３年度SDGs未来都市を選定しました～～令和３年度SDGs未来都市を選定しました～

内閣府地方創生推進事務局　安藤　裕之内閣府地方創生推進事務局　安藤　裕之

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
選
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
中
で
も
、
特
に
先
導

的
な
取
組
か
つ
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
連
携
を
通
し
、
地
域
に
お
け
る

自
律
的
好
循
環
を
見
込
め
る
事
業
を
「
自

治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
選

定
し
て
い
ま
す
。（
資
料
２
）

平
成
30
年

度
か
ら
選
定

を
開
始
し
て

お
り
、
今
年

度
ま
で
の
４

年
間
で
、
累

計
１
２
４
都

市
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
、

そ
の
う
ち
40

事
業
を
自
治

体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

モ
デ
ル
事
業

と
し
て
選
定

し
て
い
ま
す
。

町
村
で
は
、

22
都
市
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
、
そ
の

う
ち
８
都
市

が
自
治
体
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ

ル
事
業
と
し

て
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
政
府
と
し
て
は
、
２
０
２
４

年
度
ま
で
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を
２
１

０
都
市
ま
で
選
定
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
、
来
年
度
も
引
き
続
き
選
定
を
し
て

い
く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。（
資
料
３
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
応
募
す
る
か
ど

う
か
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
提
案
を
検
討
す

る
プ
ロ
セ
ス
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
た
道
筋
を
考
え
る
う
え
で
、
非
常
に
有

益
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ま
ず
は
、
地
域

の
課
題
を
十
分
に
掘
り
起
こ
し
て
整
理
し

た
う
え
で
、
ま
ち
の
将
来
像
を
描
く
こ
と

が
起
点
と
な
り
ま
す
。
そ
の
課
題
を
行
政

の
力
の
み
で

解
決
し
て
い

こ
う
と
す
る

の
で
は
な

く
、
民
間
企

業
・
地
域
金

融
機
関
・
大

学
な
ど
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
合
言

葉
に
連
携
し

て
い
き
な
が

ら
、
公
的
資

金
や
補
助
金

に
頼
り
す
ぎ

な
い
事
業
や

取
組
を
生
み

出
し
て
い
く

こ
と
が
、
持

続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に

繋
が
っ
て
い

き
ま
す
。

小
規
模
自
治
体
の
選
定

小
規
模
自
治
体
の
選
定

今
年
度
選
定
の
31
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
の
う
ち
、
北
海
道
上
士
幌
町
、
茨
城
県

境
町
、
神
奈
川
県
松
田
町
、
大
阪
府
能
勢

○中長期を見通した持続可能なまちづくりのため、地方創生に資する、地方自治体によるSDGｓの達成に向けた取組を推
進していくことが重要。

○SDGｓ推進本部会合における安倍前総理指示を踏まえ、地方創生分野における日本の「SDGｓモデル」を構築していく。
○地方創生分野における日本の「SDGｓモデル」の構築に向け、引き続き、自治体によるＳＤＧｓの達成に向けた優れた
取組を提案する都市を「ＳＤＧｓ未来都市」として３１都市を選定。また、特に先導的な取組を「自治体ＳＤＧｓモデ
ル事業」として１０事業を選定。
平成３０～令和２年度の3年間で「SDGs未来都市」93都市、「自治体SDGsモデル事業」30事業を選定。

○今後、これらの取組を支援するとともに、成功事例の普及展開等を行い、地方創生の深化につなげていく。

概要

SDGｓ未来都市

成
功
事
例
の
普
及
展
開

自治体SDGｓ推進関係省庁タスクフォースによる省庁横断的な支援（計画策定・事業実施等）

自治体SDGｓモデル事業（10）

持続可能なまちづくり

SDGｓの理念に沿った基本的・
総合的取組を推進しようとする都
市・地域の中から、特に、経済・社
会・環境の三側面における新しい
価値創出を通して持続可能な開
発を実現するポテンシャルが高い
都市・地域として選定

SDGｓ未来都市の中で実施予定
の先導的な取組として選定
地方公共団体によるSDGｓの基本
的・総合的取組の中でも特に注力
的に実施する事業であり、SDGｓ
の理念に沿った統合的取組により、
経済・社会・環境の三側面における
新しい価値創出を通して持続可能
な開発を実現するポテンシャルが高
い先導的な取組であって、多様な
ステークホルダーとの連携を通し、
地域における自律的好循環が見込
める事業

令和3年度 ＳＤＧｓ未来都市・自治体ＳＤＧｓモデル事業について

①経済・社会・環境の三側面の統合的
取組による相乗効果の創出

②多様なステークホルダーとの連携

③自律的好循環の構築

上限2.7千万円／都市
定額補助 上限1.7千万円

定率補助（1/2）上限１千万円

地方創生推進交付金の、申請事業数
上限の枠外として、１事業追加可能

資
料
２

北海道下川町

北海道ニセコ町

北海道札幌市

北海道

秋田県仙北市

宮城県東松島市山形県飯豊町

徳島県上勝町

広島県

岡山県真庭市
岡山県岡山市

山口県宇部市
福岡県北九州市

長崎県壱岐市

熊本県小国町

岩手県陸前高田市

福島県郡山市

鳥取県智頭町

岡山県西粟倉村

鳥取県日南町

福岡県福津市
福岡県大牟田市

熊本県熊本市

鹿児島県大崎町

岩手県岩手町

宮城県石巻市

宮城県仙台市

山形県鶴岡市

岡山県倉敷市

香川県三豊市
高知県土佐町

愛媛県松山市
広島県東広島市

長崎県対馬市
福岡県宗像市

熊本県水俣市

鹿児島県鹿児島市

沖縄県恩納村

鹿児島県徳之島町

沖縄県石垣市

出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/）の白地図をもとに作成

桃色：2021年度
橙色：2020年度
緑色：2019年度
青色：2018年度
※県が選定されている場合は
県全域を着色

北海道上士幌町

岩手県一関市

山形県米沢市

福島県福島市

関東地方

茨城県つくば市

神奈川県鎌倉市
神奈川県横浜市

神奈川県

栃木県宇都宮市
群馬県みなかみ町

埼玉県さいたま市

東京都日野市

神奈川県川崎市

神奈川県小田原市

埼玉県春日部市 東京都豊島区

神奈川県相模原市

茨城県境町

群馬県

神奈川県松田町

千葉県市原市
東京都墨田区

埼玉県

東京都江戸川区

北陸・中部地方

静岡県静岡市

静岡県浜松市

長野県

愛知県豊田市
三重県志摩市

石川県珠洲市 富山県富山市

石川県白山市

新潟県見附市

富山県

富山県南砺市

石川県小松市

福井県鯖江市

愛知県名古屋市

愛知県豊橋市

愛知県

長野県大町市
石川県加賀市

石川県能美市

石川県金沢市

岐阜県

三重県いなべ市

三重県

愛知県岡崎市

静岡県掛川市

静岡県富士市

新潟県妙高市

福井県

長野県長野市

長野県伊那市

静岡県富士宮市

岐阜県高山市

岐阜県岐阜市
岐阜県美濃加茂市

愛知県小牧市

愛知県知立市

近畿地方

奈良県十津川村

大阪府堺市

奈良県広陵町

奈良県生駒市

奈良県三郷町

和歌山県和歌山市

滋賀県

京都府舞鶴市

滋賀県湖南市

大阪府富田林市

大阪府・大阪市

京都府亀岡市

大阪府豊中市

兵庫県明石市

京都府京丹後市

京都府京都市大阪府能勢町

兵庫県姫路市

兵庫県西脇市

愛媛県西条市

鳥取県鳥取市

熊本県菊池市

熊本県山都町

沖縄県

ＳＤＧｓ未未来来都都市市 都都市市所所在在地地資
料
３
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町
、
熊
本
県
山
都
町
の
５
つ
の
町
を
選
定

し
ま
し
た
。
上
士
幌
町
、
山
都
町
に
お
い

て
は
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
に
も

選
定
し
て
お
り
ま
す
。

昨
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
多
忙
を
極
め
た
こ
と
や
、
大
規

模
自
治
体
と
比
較
す
る
と
人
手
不
足
で
あ

る
こ
と
が
多
い
な
か
で
、
特
に
小
規
模
自

治
体
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
提

案
を
検
討
し
、
作
り
上
げ
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
首
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
共
通
言
語

と
し
た
庁
内
横
断
的
な
体
制
が
整
え
ら

れ
、地
域
の
課
題
や
資
源
を
十
分
に
認
識
・

活
用
し
、
持
続
可
能
な
地
域
を
作
り
上
げ

て
い
こ
う
と
す
る
力
強
い
提
案
が
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
は
、
他
の
小
規
模
自
治
体
の
模

範
で
あ
り
、
良
い
刺
激
と
な
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
例

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
例

今
年
度
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業

に
選
定
し
た
提
案
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

上
士
幌
町
で
は
、
次
世
代
高
度
技
術
の

社
会
実
装
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
構

築
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
生
活
サ

ポ
ー
ト
や
移
動
の
利
便
性
向
上
、
全
世
代

型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
化
さ

せ
る
こ
と
で
、
だ
れ
も
が
生
涯
活
躍
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
、
Ｅ
Ｖ
自
動
車
に
よ
る
空
港
直
行
便
の

導
入
で
関
係
人
口
を
創
出
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
組
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

山
都
町
で
は
、
化
学
合
成
農
薬
・
化
学

肥
料
に
依
存
し
な
い
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
な
有
機
農
業
を
推
進
し
、
付
加
価
値

の
高
い
有
機
農
業
や
ジ
ビ
エ
の
利
用
推
進

な
ど
の
展
開
を
図
り
、『
山
都
暮
ら
し
ブ

ラ
ン
ド
』
の
確
立
を
目
指
す
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。
美
し
い
農
村
景
観
を
次
世
代
へ

継
承
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
自
然

を
守
る
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
現
状
や
課
題
を

踏
ま
え
て
、
目
指
す
べ
き
姿
を
描
き
、
そ

の
実
現
に
向
け
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の

各
側
面
へ
好
影
響
を
与
え
る
具
体
的
な
取

組
を
検
討
さ
れ
て
い
る
、
非
常
に
先
導
的

な
提
案
と
い
え
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
選
定
証
授
与
式

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
選
定
証
授
与
式

過
去
、
平
成
30
、
令
和
元
年
度
の
選
定

に
お
い
て
は
首
相
官
邸
に
て
、
内
閣
総
理

大
臣
ほ
か
地
方
創
生
担
当
大
臣
な
ど
の
政

府
関
係
者
が
出
席
し
、
選
定
証
の
授
与
や

各
都
市
代
表
者
と
の
記
念
撮
影
を
行
い
ま

し
た
。
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

令和3年度「ＳＤＧｓ未来都市」選定証授与式の様子

資
料
４
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ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、残
念
な
が
ら
、

対
面
に
よ
る
授
与
式
は
開
催
で
き
ず
、
選

定
証
と
と
も
に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝

意
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
付
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
内
閣
府
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
選
定
証
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。
授

与
式
で
は
、
菅
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
と
坂
本
地
方
創
生
担
当

大
臣
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
上
映
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
選
定
都
市
を
代
表

し
て
、
墨
田
区
長
、
上
士
幌
町
長
に
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
の
意
気
込
み

を
表
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
資
料

４
）内

閣
府
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

内
閣
府
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

内
閣
府
で
は
、
自
治
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
『
地

方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
』、『
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
会
』
と
い
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

『
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
』
は
毎
月
１
回
、
意
識
啓
発
や
自

治
体
間
連
携
な
ど
の
テ
ー
マ
を
定
め
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
担
当
者
か
ら
の
取

組
事
例
の
紹
介
を
行
う
も
の
で
す
。
昨
年

度
は
７
回
開
催
し
、
延
べ
約
４
５
０
自

治
体
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
は
、
内

閣
府
の
Ｈ
Ｐ
で
も
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
『
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
』
で
は
、

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
会
員
と
な
っ
て
い
る
自
治
体

を
対
象
に
、
自
治
体
の
取
組
状
況
に
応
じ

た
４
つ
の
コ
ー
ス
で
相
談
を
受
け
付
け
て

き
ま
し
た
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
自
治
体
の
取
組

と
ど
う
関
わ
る
も
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
基
礎
的
な
も
の
か
ら
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
へ
の
応
募
を
考
え
て
い
る

が
、
特
に
留
意
す
べ
き
点
や
全
体
の
方
向

性
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
具
体
的
な
も
の
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
52

の
自
治
体
が
相
談
会
に
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
選
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
の
う
ち
20
都
市
は
、
こ
の
相
談

会
に
参
加
さ
れ
て
お
り
、
提
案
書
作
成
等

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

参
加
さ
れ
た
自
治
体
の
み
な
さ
ま
か
ら

非
常
に
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。
随
時
、
メ
ー
ル
等
に
て
情

報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
こ
れ

ら
の
取
組
が
、
貴
自
治
体
の
地
方
創
生

に
向
け
た
取
組
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携  

Ｐ
Ｆ
加
入
の
推
奨

Ｐ
Ｆ
加
入
の
推
奨

内
閣
府
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
国
内
実
施

を
促
進
し
、
よ
り
一
層
の
地
方
創
生
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
広
範
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

深
め
る
官
民
連
携
の
場
と
し
て
、
２
０
１

８
年
８
月
31
日
に
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官

民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
地

方
公
共
団
体
・
関
係
省
庁
・
民
間
企
業
等

で
構
成
さ
れ
、
９
０
７
の
地
方
公
共
団
体

を
含
む
５
４
２
３
団
体（
５
月
31
日
時
点
）

と
数
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
と
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
方
創
生
の
実

現
、
官
民
連
携
に
よ
る
具
体
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
創
出
を
目
指
し
て
お
り
、
地

方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
情
報
収
集
・

交
換
や
官
民
連
携
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
未
加
入
の
自
治

体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
ご
加
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

ご
紹
介
し
ま
し
た
情
報
に
つ
い
て
は
、

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
お

り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ま
と
一
緒
に
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
に
向
け
て
歩
ん
で
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
参
考
）

２
０
２
１
年
度
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
及
び

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の
選
定
に

つ
い
て

https://w
w
w
.chisou.go.jp/tiiki/

kankyo/teian/sdgs_2021sentei.
htm
l

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
取
組
概
要
一
覧

https://w
w
w
.chisou.go.jp/tiiki/

k
a
n
k
yo
/p
d
f/sd

g
s_m

ira
ito
sh
i_

gaiyou_ichiran.pdf

動
画
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
」

https://future-city.go.jp/sdgs/

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
加
入
申
し
込
み

h
ttp
s
://fu

tu
re
-c
ity
.g
o
.jp
/

platform
/regist/

問
い
合
わ
せ
先

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局

電
話　

０
３

－

５
５
１
０

－

２
１
９
９

メ
ー
ル　

g.Local-governm
ents-

SD
G
s@
cao.go.jp
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町 村 週 報（第三種郵便物認可）第3164号

フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくり

〇
は
じ
め
に

川
内
村
は
、
福
島
県
浜
通
り
に
位
置
し
、

総
面
積
は
１
９
、
７
３
８
ha
、
う
ち
約
１
７
、

４
０
０
ha
が
林
野
で
占
め
ら
れ
、
美
し
い
自

然
と
豊
か
な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
、
震
災
前

３
、
０
２
８
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
及

び
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

発
災
以
降
、「
一
歩
踏
み
出
せ
ば
奇
跡
は
起

こ
る
」
と
信
じ
、
当
村
の
復
興
を
進
め
て
き

ま
し
た
。お
陰
様
で
約
８
割
の
村
民
が
戻
り
、

愛
お
し
い
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
令
和
元
年
に
は
村
制
施
行
１
３
０
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
令
和
３
年
３
月
に

は
、
復
興
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
決
意
を

示
す
「
輝
村
宣
言
」
を
発
表
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
す

べ
て
の
自
治
体
、
団
体
、
個
人
様
に
紙
面
を

お
借
り
し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

自
然
豊
か
な
山
間
に
抱
か
れ
た
当
村
は
、

あ
の
震
災
・
原
発
事
故
以
来
「
被
災
地
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。事
故
直
後
、

村
民
は
全
村
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
避
難

所
に
お
い
て
、
先
行
き
が
不
透
明
な
中
、
漠

然
と
し
た
喪
失
感
と
閉
塞
感
で
、
心
身
共
に

極
度
の
ス
ト
レ
ス
を
受
け
ま
し
た
。さ
ら
に
、

目
に
見
え
な
い
放
射
能
が
、
補
償
や
賠
償
金

の
多
寡
等
で
格
差
を
生
じ
さ
せ
、
住
民
感
情

を
複
雑
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
軋
轢
を
生
じ
さ

せ
、
人
の
生
き
方
や
判
断
に
も
ず
け
ず
け
と

土
足
で
入
り
込
み
、
住
民
の
心
と
身
体
を
痛

め
つ
け
て
き
ま
し
た
。

平
成
26
年
６
月
、
一
部
残
っ
て
い
た
居
住

制
限
区
域
が
解
除
さ
れ
、
村
の
避
難
指
示
区

域
は
全
て
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
住

民
が
戻
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
ら
た
め
て
帰

還
促
進
と
い
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

▲

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
畑
「
高
田
島
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
」

▲

�

令
和
3
年
5
月
に
完
成
し
た

「
か
わ
う
ち
ワ
イ
ナ
リ
ー
」

現地レポート 町村独自のまちづくり

福島県

川内村
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現地レポート 町村独自のまちづくり〇
原
発
事
故
の
影
響

地
震
の
被
害
は
少
な
か
っ
た
当
村
で
す

が
、
放
射
性
物
質
の
汚
染
を
踏
ま
え
、
３
月

15
日
私
自
ら
が
全
村
避
難
を
決
断
し
、
防
災

行
政
無
線
で
呼
び
か
け
、
翌
日
早
朝
か
ら
郡

山
市
の
「
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
に

避
難
し
ま
し
た
。
当
時
は
、富
岡
町
民
約
８
、

０
０
０
人
が
当
村
に
避
難
し
て
い
た
た
め
、

富
岡
町
と
一
緒
の
避
難
と
な
り
ま
し
た
。

長
期
の
避
難
生
活
に
よ
る
影
響
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
体
調
を
崩
す

村
民
が
続
出
し
、
特
に
高
齢
者
に
お
い
て
は

入
院
や
要
介
護
度
の
重
症
化
に
伴
う
施
設
入

所
が
増
え
ま
し
た
。
震
災
に
よ
る
直
接
死
は

ゼ
ロ
で
す
が
、
避
難
途
中
や
入
院
先
で
亡
く

な
っ
た
関
連
死
が
１
０
０
名
を
超
え
ま
し

た
。
放
射
能
の
リ
ス
ク
と
避
難
の
リ
ス
ク
が

同
時
並
行
的
か
つ
多
発
的
に
押
し
寄
せ
て
き

ま
し
た
。

農
林
畜
産
業
は
廃
業
及
び
休
業
に
追
い
込

ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
も
激
変
し

ま
し
た
。
働
く
場
所
さ
え
失
わ
れ
、
県
外
避

難
に
よ
り
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
り
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
分
断
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
原
発
事
故
が
も
た
ら
し
た
最
大

の
被
害
は
、
住
民
間
の
軋
轢
と
人
間
の
尊
厳

の
喪
失
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〇
帰
村
宣
言

未
曾
有
の
環
境
変
化
の
中
、
当
村
の
放
射

線
量
は
、
地
区
に
よ
り
比
較
的
高
い
線
量
を

示
す
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
的
に

は
低
い
こ
と
が
判
明
し
、
除
染
を
実
施
す
る

こ
と
で
戻
れ
る
環
境
が
整
う
と
判
断
し
、
平

成
23
年
11
月
に
は
、
保
育
園
・
小
中
学
校
・

診
療
所
等
の
公
共
施
設
の
除
染
を
開
始
し
ま

し
た
。
加
え
て
原
発
の
水
素
爆
発
の
危
険
性

が
低
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
24
年
１

月
「
戻
れ
る
人
か
ら
戻
る
、
心
配
な
人
は
も

う
少
し
様
子
を
見
て
か
ら
戻
る
」
こ
と
で
帰

村
宣
言
を
行
い
、
同
年
４
月
、
一
年
ぶ
り
に

行
政
機
能
を
役
場
に
戻
し
、
除
染
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

帰
村
に
向
け
た
住
民
懇
談
会
で
は
、除
染
、

雇
用
、
医
療
介
護
、
教
育
、
買
物
交
通
、
補

償
、
賠
償
な
ど
戻
れ
な
い
理
由
を
訴
え
る
声

が
噴
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
た
だ
一
つ

共
通
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
は
一
日
も
早
く

我
が
家
に
戻
り
た
い
、
当
た
り
前
の
日
常
を

回
復
し
て
ほ
し
い
と
い
う
住
民
の
切
な
る
願

い
で
し
た
。
そ
の
思
い
に
応
え
る
た
め
、
速

や
か
に
役
場
で
の
業
務
を
再
開
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

〇�
震
災
原
発
事
故
か
ら
の�

復
旧
・
復
興

単
に
震
災
前
の
状
態
に
戻
す
の
で
は
な

く
、
村
の
生
き
残
り
を
か
け
、
創
造
的
・
未

来
志
向
の
復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
新
た

な
指
針
と
し
て
、
第
四
次
総
合
計
画
（
令
和

25
年
３
月
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当

村
が
、
生
活
環
境
や
雇
用
な
ど
村
民
の
帰
村

を
促
進
す
る
た
め
の
復
興
事
業
を
先
行
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
双
葉
地
方
復
興

の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担

う
、
そ
の
こ
と
も
村
づ
く
り
の
指
針
と
位
置

づ
け
ま
し
た
。

〇
除
染

除
染
は
、
帰
村
に
向
け
て
、
真
っ
先
に
取

り
組
む
べ
き
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

空
間
線
量
の
軽
減
と
継
続
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

は
、
村
民
が
村
に
戻
り
、
放
射
能
の
脅
威
か

ら
解
放
さ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
必

要
不
可
欠
で
し
た
。
先
ず
平
成
23
年
９
月
、

緊
急
時
避
難
準
備
区
域
内
の
除
染
目
標
を
空

間
線
量
率
0
・
23
μ
Sv
／
h
以
下
に
設
定
し
、

村
内
１
、
０
７
０
世
帯
の
宅
地
除
染
を
実
施

し
、
平
成
25
年
度
末
ま
で
に
す
べ
て
の
住
宅

除
染
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、農
地
、

道
路
、
森
林
へ
と
対
象
範
囲
を
広
げ
な
が
ら

生
活
空
間
の
除
染
を
進
め
る
と
と
も
に
、
村

内
10
か
所
に
、
除
染
廃
棄
物
の
一
時
保
管
場

所
で
あ
る
仮
置
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

除
染
が
完
了
し
た
世
帯
に
は
、
線
量
調
査

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
放
射
線
を
可
視
化

で
き
る
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
を
行

い
、
線
量
調
査
結
果
と
写
真
を
一
世
帯
ず
つ

配
布
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
生
活
空
間
の
安

心
・
安
全
を
提
供
し
ま
し
た
。
宅
地
除
染
は
、

▲

川
内
村
村
民
体
育
セ
ン
タ
ー
避
難
所

▲

帰
村
宣
言
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平
成
26
年
３
月
に
全
世
帯
が
完
了
し
て
お
り

ま
す
。

〇
雇
用
の
創
出
・
イ
ン
フ
ラ
整
備

安
全
に
住
め
る
環
境
を
確
保
し
た
う
え

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
不
便
な
く
暮
ら
せ
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
当
面

の
暮
ら
し
の
利
便
性
を
取
り
戻
し
つ
つ
、
隣

接
す
る
い
わ
き
市
・
田
村
市
・
小
野
町
な
ど

と
の
連
携
の
下
で
、
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え

る
住
宅
、
雇
用
、
買
い
物
、
医
療
、
教
育
（
高

校
通
学
を
含
む
）、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
介
護･

福
祉
、
ご
み
・
下
水
汚
泥
処
理
、
葬
祭
場
な

ど
の
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

住
環
境
整
備
で
は
、
震
災
前
の
村
営
住
宅

が
36
戸
と
新
た
に
住
宅
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
に

比
し
て
少
な
く
、
住
宅
不
足
の
解
消
が
課
題

で
し
た
。
そ
こ
で
村
営
ア
パ
ー
ト
、
災
害
公
営

住
宅
、
若
者
定
住
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅
及

び
子
育
て
支
援
住
宅
等
、
合
わ
せ
て
１
５
７

戸
を
整
備
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
民
間
ア
パ
ー

ト
建
設
の
た
め
の
支
援
事
業
を
行
い
20
戸
の

民
間
ア
パ
ー
ト
を
整
備
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
空
き
が
な
く
な
り
、
現
在
で
も
慢
性
的
な

住
宅
不
足
が
続
い
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今

後
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雇
用
の
場
の
創
出
と
し
て
、
国
の
福
島
再

生
加
速
化
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
工
業
団

地
造
成
事
業
を
進
め
、
総
面
積
15 

ha
、
７
区

画
が
平
成
29
年
７
月
に
完
成
し
ま
し
た
が
、

内
３
区
画
に
企
業
が
進
出
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、村
内
他
所
に
も
金
属
加
工
金
型
工
場
、

蓄
光
タ
イ
ル
製
造
工
場
、
チ
ッ
プ
製
材
工
場

を
誘
致
し
、
併
せ
て
自
前
で
完
全
密
閉
型
水

耕
栽
培
の
植
物
工
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

震
災
前
よ
り
働
く
場
所
の
選
択
肢
が
増
え
、

新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
活
に
密
着
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
に
複
合
商
業
施
設
「
Ｙ
Ｏ

－

Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
身
近
な

所
で
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
機
関
が
遠
く
な
っ
た
た
め
、
震
災
前

の
内
科
・
歯
科
に
加
え
、
平
成
24
年
度
か
ら

眼
科
・
整
形
外
科
・
心
療
内
科
・
消
化
器
内

科
な
ど
、
震
災
前
よ
り
も
診
療
科
目
を
増
や

し
ま
し
た
。

平
成
27
年
に
は
、
新
た
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
か
わ
う
ち
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

村
内
で
葬
式
等
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
、
平

成
26
年
３
月
に
葬
祭
セ
ン
タ
ー「
ふ
る
さ
と
」

を
整
備
し
ま
し
た
。

村
民
の
体
力
維
持
向
上
の
た
め
の
施
設
と

し
て
、
平
成
28
年
に
は
温
水
の
「
も
り
た
ろ

う
プ
ー
ル
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

震
災
前
か
ら
川
内
村
の
観
光
施
設
で
あ
っ

た
「
い
わ
な
の
郷
」、「
か
わ
う
ち
の
湯
」
も

改
装
・
改
修
の
う
え
再
開
し
、
多
く
の
利
用

者
で
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
タ
イ
国
の
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー

ン
店
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
の
日
本
第
１
号
店
が

オ
ー
プ
ン
し
、
村
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て

▲

町
分
住
宅

▲

工
業
団
地

▲

マ
ラ
ソ
ン
大
会

▲除染作業の様子
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い
ま
す
。

避
難
で
中
断
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
に
、
詩
人
草
野
心
平
を
偲

ぶ
「
天
山
ま
つ
り
」
を
２
年
ぶ
り
に
天
山
文

庫
で
実
施
し
、「
か
わ
う
ち
復
興
祭
」及
び「
か

わ
う
ち
Ｂ
Ｏ
Ｎ
・
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
小
学
生
の
発
案
で
平
成
28
年
４

月
30
日
に
開
催
し
た
第
1
回
川
内
の
郷
か
え

る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
川
内
優
輝
選
手
を
ゲ

ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
迎
え
、
北
海
道
か
ら
沖
縄

県
ま
で
全
国
33
都
道
府
県
か
ら
１
、
１
８
８

名
が
参
加
、
現
在
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
復
活
開
催
は
、
賑
わ
い

の
創
出
と
交
流
人
口
増
に
繋
が
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
令
和
３
年
４
月

５
日
に
、
か
わ
う
ち
保
育
園
を
併
設
し
た
義

務
教
育
学
校
「
川
内
小
中
学
園
」
が
開
校
し
、

新
た
な
教
育
環
境
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
、
川
内
な
ら
で
は
の
教
育
に
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。

〇
新
た
な
産
業
の
創
出

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
畜
産
業
で
は
、
生

食
用
ぶ
ど
う
の
栽
培
、
西
洋
野
菜
栽
培
や
エ

ゴ
マ
の
生
産
販
売
な
ど
、
新
た
な
内
発
的
産

業
の
動
き
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

昨
年
秋
に
は
、
い
ち
ご
栽
培
に
着
手
し
、

年
明
け
か
ら
出
荷
も
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
は
、
５
年
前
に
定
植
し

た
苗
木
か
ら
、
昨
年
初
め
て
収
穫
・
委
託
醸

造
を
行
い
、
令
和
３
年
４
月
川
内
産
ブ
ド
ウ

を
使
用
し
た
ワ
イ
ン
「
シ
ャ
ル
ド
ネ
２
０
２

０
」が
完
成
し
ま
し
た
。
現
在
、村
内
の
ヴ
ィ

ン
ヤ
ー
ド
に
醸
造
施
設
を
建
設
中
で
、
今
秋

に
は
ワ
イ
ン
醸
造
を
開
始
し
、
来
春
に
は
、

川
内
産
ワ
イ
ン
と
表
示
さ
れ
た
ボ
ト
ル
が

店
頭
に
並
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

〇
移
住
定
住
へ
の
取
組

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
、
帰
還
促
進
と

復
興
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
、
交
流
人
口
を

拡
大
し
、
定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
の
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

移
住
支
援
に
つ
い
て
は
、
結
婚
祝
金
、
出

産
祝
金
、
保
育
料
給
食
費
無
料
、
医
療
費
無

料
（
18
歳
ま
で
の
児
童
対
象
）、
新
築
住
宅

建
設
費
補
助
（
３
０
０
万
円
）、
ひ
と
り
親

移
住
奨
励
金
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

〇
復
興
の
先
の
課
題

現
在
も
避
難
し
て
い
る
村
民
の
大
部
分
は

子
ど
も
た
ち
が
い
る
子
育
て
世
帯
で
す
。
若

い
世
帯
の
帰
村
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
な
地
域
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
震
災
前

よ
り
も
行
政
依
存
度
が
高
ま
り
、
村
民
の
自

立
を
促
す
こ
と
の
大
変
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
国
の
復
興
予
算
が
減
少
し
て

い
く
中
で
、
景
気
の
反
動
減
等
の
課
題
が
顕

在
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

〇
お
わ
り
に

復
興
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
生
き
が
い
や

誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
震
災
前
か
ら
農
山
村
の
空
洞
化
が
叫
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、
原
発
事
故
を
契
機
に
耕

作
を
あ
き
ら
め
る
農
家
が
一
層
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
人
が
住
ま
な
く
な
れ
ば
土
地

が
荒
れ
、
地
域
の
自
治
が
崩
壊
し
て
い
き
ま

す
。
農
山
村
で
生
活
す
る
意
義
や
価
値
観
が

見
い
だ
せ
な
く
な
り
、
誇
り
ま
で
失
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
不
条
理
や
軋
轢
、

ジ
レ
ン
マ
、
不
安
や
不
満
、
不
信
感
と
戦
っ

て
き
ま
し
た
。
い
つ
も
背
中
を
押
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
緊
張
感
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
時
間
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
村
民
一
人
ひ

と
り
が
希
望
や
生
き
が
い
、
川
内
プ
ラ
イ
ド

を
持
ち
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
村
、

多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
な
、特
に
、

子
ど
も
た
ち
、
女
性
、
若
い
人
た
ち
が
住
み

た
い
と
思
う
よ
う
な
、「
輝
く
村
」
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
、
そ
の
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

川
内
村
長　

遠
藤　

雄
幸

▲

い
ち
ご
栽
培
施
設

▲義務教育学校

11　2021年（令和 3年） 6月28日

p08-11 3164 フォーラム_福島県川内町.indd   11p08-11 3164 フォーラム_福島県川内町.indd   11 2021/06/28   9:45:072021/06/28   9:45:07



（第三種郵便物認可） 町 村 週 報 2021年（令和 3年） 6月28日　12第3164号 町 村 週 報8　平成28年 0 月00日 （第三種郵便物認可） 第2801号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、西ブロック（中国・四国・九州・沖縄）からピックアップ。

 鹿児島県南大隅町 長崎県小値賀町

佐賀県みやき町
特産品だけじゃない！

文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
旧
中
原
町
・
旧
北
茂
安
町
・
旧
三
根
町
の

3
町
が
合
併
し
た
み
や
き
町
の
10
周
年
を
機

に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
町
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
目
的
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
公

募
し
、
応
募
作
品
1
7
8
点
の
中
か
ら
選
定

委
員
会
の
審
査
で
6
作
品
を
選
出
、
最
後
は

町
民
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
頭
に

は
、「
調
和
」
が
花
言
葉
の
町
花
・
コ
ス
モ
ス

の
花
飾
り
を
つ
け
て
い
ま
す
。
胸
に
は
町
章

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
そ
の
町
章
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
耳
の
色
は
、「
発
展
・
調
和
・
健
康
」
を

表
す
緑
色
と
、「
文
化
・
英
知
・
歴
史
」
を
表

す
青
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る
ほ
か
、
秋

に
咲
く
ひ
ま
わ
り
の
「
山
田
の
ひ
ま
わ
り
園
」

に
も
出
張
し
ま
す
。
ご
当
地
マ
ン
ホ
ー
ル
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
な
ど
、
町
の
人
気
者
「
み

や
っ
き
ー
」。
愛
く
る
し
い
笑
顔
で
町
の
P
R

活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
小
値
賀
町
の
魅
力
発
信
を
担
う
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
、

2
0
0
4
年
に
誕
生
し
た
「
ち
か
ま
る
く
ん
」。

名
前
は
町
名
の
「
お
ぢ
か
」
か
ら
「
ち
か
」
を

取
り
、
人
々
と
町
の
距
離
が
“
近
ま
る
”
よ

う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、「
は
な
ち
ゃ
ん
」
は
、2
0
0
7
年
に
「
ち

か
ま
る
く
ん
」
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
誕
生
。

“
花
の
よ
う
な
笑
顔
を
小
値
賀
の
島
い
っ
ぱ
い

に
咲
か
せ
た
い
”、“
花
の
よ
う
に
小
値
賀
の
魅

力
を
全
国
に
届
け
た
い
”
と
の
思
い
か
ら
「
は

な
ち
ゃ
ん
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ふ
た
り

と
も
、
野
崎
島
に
住
む
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
ジ
カ
が

モ
チ
ー
フ
。
町
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な

く
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
誕
生
日
会
に
も

声
が
か
か
れ
ば
喜
ん
で
お
祝
い
に
駆
け
付
け

る
の
だ
と
か
。
こ
れ
か
ら
も
、
ふ
た
り
仲
良
く

『
～
ッ
チ
カ
！
』『
～
ハ
ナ
♪
』
と
、
特
長
の
あ

る
語
尾
で
、
S
N
S
を
活
用
し
な
が
ら
小
値
賀

町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
南
大
隅
町
の
P
R
を
担
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
公
募
を
実
施
し
、
4
2
4
通
の
作
品
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
「
み
さ
き
ち
ゃ
ん
」。
身
長

2
m
、
胸
囲
2
m
の
ま
ん
ま
る
ふ
わ
ふ
わ
ボ

デ
ィ
が
特
徴
で
す
。
頭
に
は
、
佐
多
岬
に
あ

る
日
本
最
古
の
灯
台
が
の
っ
て
い
て
、
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
の
花
を
あ
し
ら
い
、
か
ら
だ
は
海
に
浮

か
ぶ
島
、
白
い
手
は
黒
潮
の
荒
波
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。「
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
」「
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
」「
ア
ボ
カ
ド
」
な
ど
、
町
特
産

品
の
ア
ピ
ー
ル
も
し
て
い
ま
す
が
、
海
ゆ
か

り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
あ
っ
て
、
特
に
佐
多
岬

海
域
の
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
と
、
半
潜
水
型
水
中
展
望
船
「
さ
た

で
い
号
」で
の
周
遊
を
お
す
す
め
し
て
い
る「
み

さ
き
ち
ゃ
ん
」。
一
年
中
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
が
咲

き
誇
る
本
土
最
南
端
の
南
大
隅
町
の
認
知
度

ア
ッ
プ
の
た
め
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭

な
ど
に
も
参
加
し
て
P
R
活
動
に
励
ん
で
い

ま
す
。

ちかまるくんは9月27日生まれの男の子、
はなちゃんは8月15日生まれの女の子。
ふたりとも、鹿のぬいぐるみを着ている
だけで、4つ目のオバケではない。ふたり
とも島の子どもたちが大好き。

佐多岬のハイビスカスが海中に落ちて、
サンゴの精霊が宿って誕生。動きもゆる
ゆるののんびり屋さんだが、こう見えて
走れてジャンプも得意。佐多岬周辺でプ
カプカ漂うのが趣味。楽塩ソフトクリー
ムとウツボの唐揚げが好物。

2
0
1
5
年
3
月
19
日
生
ま
れ
。
何
事
に
も
一
生
懸
命
で
、

人
懐
っ
こ
い
。
特
技
は
誰
と
で
も
仲
良
く
な
れ
る
こ
と
。
病

院
を
訪
問
し
た
り
、
役
場
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
と
な
か
な

か
の
働
き
者
。

ち
か
ま
る
く
ん
・
は
な
ち
ゃ
ん

ち
か
ま
る
く
ん
・
は
な
ち
ゃ
ん
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サ
ク
ラ
ン
ボ

「
桜
ん
坊
」
が
変
化
し
た
名
だ
と
い
う
。

桜
の
実
の
総
称
だ
が
、
一
般
に
は
セ
イ
ヨ
ウ

ミ
ザ
ク
ラ
の
果
実
を
指
す
。
日
本
に
は
明
治

初
期
に
渡
来
し
、
北
海
道
に
移
植
さ
れ
た
の

が
始
ま
り
だ
。
そ
の
後
、
東
北
地
方
に
も
広

が
り
、
各
地
で
改
良
が
重
ね
ら
れ
た
。
冷
涼

な
気
候
を
好
み
、
山
形
県
が
主
産
地
と
な
っ

て
い
る
。

甘
い
果
汁
に
加
え
、
鮮
や
か
な
鮮
紅
色
と

黄
色
の
配
合
が
み
ず
み
ず
し
く
、
6
月
の
美

味
な
果
物
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。佐
藤
錦
、

紅
秀
峰
、
紅
て
ま
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
品

種
が
あ
り
、
一
口
で
食
べ
ら
れ
る
手
ご
ろ
な

形
が
愛
ら
し
い
。
手
を
加
え
ず
に
そ
の
ま
ま

食
べ
る
の
が
良
い
。
以
前
は
東
北
地
方
か
ら

遠
い
西
日
本
で
は
、
傷
み
や
す
い
サ
ク
ラ
ン

ボ
は
手
に
入
り
に
く
か
っ
た
が
、
低
温
輸
送

の
技
術
が
進
み
、
今
で
は
手
軽
に
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

滝
廉
太
郎
（
た
き
　
れ
ん
た
ろ
う
）

『
荒
城
の
月
』『
箱
根
八
里
』『
花
』
な
ど

で
知
ら
れ
る
作
曲
家
。
父
が
明
治
維
新
後
の

地
方
官
を
務
め
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、
富
山

県
富
山
市
、
大
分
県
竹
田
市
な
ど
に
移
り
住

ん
だ
た
め
、廉
太
郎
も
各
地
を
転
々
と
し
た
。

東
京
音
楽
学
校
で
ピ
ア
ノ
と
作
曲
を
学
ん

だ
。
音
楽
学
校
の
本
科
を
卒
業
後
、
ピ
ア
ノ

や
作
曲
を
研
究
し
な
が
ら
、
嘱
託
で
授
業
の

補
助
を
し
て
い
た
時
、
教
科
書
『
中
学
唱

歌
』
に
収
め
る
曲
の
募
集
が
あ
り
、
廉
太

郎
は
『
箱
根
八
里
』『
荒
城
の
月
』『
豊
太
閤
』

の
3
曲
を
応
募
。
全
て
が
当
選
し
た
。
１
９

０
１
年
4
月
、
日
本
人
の
音
楽
家
と
し
て
3

人
目
と
な
る
留
学
生
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
ラ

イ
プ
チ
ヒ
音
楽
院
に
入
学
。
だ
が
、
入
学
し

て
数
カ
月
で
結
核
を
発
病
。
志
半
ば
で
帰
国

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
１
９
０
３
年
6
月
29

日
死
去
。
23
歳
と
い
う
若
さ
だ
っ
た
。

夏
越
の
祓
（
な
ご
し
の
は
ら
え
）

6
月
30
日
は
「
夏
越
の
祓
」。
1
年
の
折

り
返
し
点
に
当
た
る
こ
の
日
、
各
地
の
神
社

で
は
災
厄
を
は
ら
う
神
事
が
行
わ
れ
る
。
浅あ
さ

茅じ

で
作
っ
た
大
き
な
茅ち

の
輪
を
く
ぐ
っ
た

り
、
人
の
形
に
切
っ
た
紙
を
水
に
流
し
た
り

し
て
、
正
月
か
ら
半
年
間
の
罪
や
け
が
れ
を

落
と
し
、
そ
の
後
半
年
間
を
健
や
か
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
願
う
。

平
安
時
代
の
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
は
、
夏

越
の
祓
を
詠
ん
だ
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

暑
さ
が
厳
し
い
夏
は
、
疫
病
や
田
畑
の
日
照

り
な
ど
心
配
事
が
多
い
。
夏
越
の
祓
が
長
年

続
い
て
き
た
背
景
に
は
、
悪
疫
を
除
き
、
残

り
半
年
の
健
康
や
豊
作
を
願
う
庶
民
の
強
い

思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
京
都
で
は
こ

の
時
期
、「
水
無
月
」
と
名
付
け
ら
れ
た
和

菓
子
を
食
べ
る
習
慣
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の

今
、
夏
越
の
祓
を
続
け
て
き
た
先
人
た
ち
に

改
め
て
思
い
を
は
せ
た
い
。

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（
66
月
）
月
）

小
　
牧
　
規
　
子

小
　
牧
　
規
　
子
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用
いただける専用ページです。

  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要にな
ります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ
済み（平成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせ
は、全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）まで
お願いいたします。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ
れからも充実をはかっていきたいと考えています。ご覧になったご感想・ご意見を、下記のメール

アドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/
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勝
央
町
は
、
岡
山
県
の
北
東
部
に
位
置

し
、
昭
和
29
年
に
一
町
四
村
が
合
併
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
面
積
は
54
・
05
㎢
、
現

在
の
人
口
は
１
・
１
万
人
ほ
ど
。
そ
の
昔
、

町
の
中
心
部
で
あ
る
勝
間
田
地
区
は
、
大

和
と
出
雲
の
国
を
結
ぶ
出
雲
街
道
の
宿
場

町
・
美
作
七
宿
の
ひ
と
つ
と
し
て
栄
え
ま

し
た
。
そ
の
当
時
よ
り
自
然
豊
か
な
の
ど

か
な
農
村
地
帯
で
あ
り
、
農
業
が
主
要
産

業
で
稲
作
が
主
で
し
た
。
農
業
生
産
の
増

大
を
図
る
た
め
、
昭
和
42
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
国
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
美
作

台
地
開
発
に
よ
る
開
墾
畑
地
（
町
内
３
２

９
ha
）
が
、
酪
農
業
や
も
も
・
ぶ
ど
う
の

果
樹
、
葉
た
ば
こ
栽
培
な
ど
の
経
営
規
模

を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
ま
し
た
。

更
に
、
大
き
く
町
の
産
業
構
造
に
変
化

を
も
た
ら
し
た
の
が
、
地
域
振
興
整
備
公

団
が
造
成
し
た
内
陸
工
業
団
地
構
想
に
よ

る
勝
央
中
核
工
業
団
地
（
当
初
の
計
画
面

積
１
０
０
ha
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

パ
ー
ク
が
、昭
和
54
年
に
完
成
。
そ
の
後
、

民
間
事
業
者
と
同
公
団
の
増
設
工
事
に
よ

り
現
在
は
約
１
６
０
ha
）
で
す
。
そ
の
分

譲
開
始
と
同
時
期
、
中
国
縦
貫
自
動
車
道

の
工
事
が
進
む
中
、
中
四
国
・
九
州
方
面

の
生
産
、
物
流
拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
、

順
調
に
企
業
が
立
地
し
ま
し
た
。
現
在
、

27
社
が
操
業
、
従
業
員
約
２
、
９
０
０
人
、

工
業
出
荷
額
約
１
、
５
０
０
億
円
で
地
域

経
済
、
地
域
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
農
・
工
・
商

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
町
づ
く
り
が
進
み

ま
し
た
。
結
果
、
勝
央
町
誕
生
後
の
最
少

人
口
で
あ
っ
た
昭
和
55
年
の
１
０
、
３
８

２
人
か
ら
増
加
に
転
じ
、
平
成
７
年
に
は

１
１
、
６
６
９
人
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
的
に
も
そ
う
で
す
が
、
わ

が
町
も
高
齢
化
が
加
速
し
、
人
口
は
減
少

傾
向
で
す
。
し
か
し
、
18
歳
未
満
は
ど
の

年
齢
に
お
い
て
も
１
０
５
人
ほ
ど
を
維
持

し
、
子
ど
も
の
人
数
が
減
少
し
て
い
ま
せ

ん
。
子
育
て
支
援
の
充
実
や
お
母
さ
ん
の

居
場
所
づ
く
り
な
ど
が
好
評
で
、
住
み
や

す
く
子
育
て
し
や
す
い
町
と
の
評
価
を
得

て
、
若
い
子
育
て
世
代
の
転
入
が
そ
の
要

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

勝
央
町
が
住
み
や
す
い
と
さ
れ
る
の

は
、「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
」
に
あ
っ
て
、

そ
の
中
で
も
自
然
災
害
の
極
め
て
少
な
い

地
域
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

安
全
・
安
心
が
求
め
ら
れ
る
昨
今
、
安
全

に
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

が
移
住
促
進
に
大
き
く
作
用
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
民
間
活
力
に
よ
る
分
譲
住

宅
や
集
合
住
宅
の
提
供
も
好
評
で
す
。
ま

た
、
私
が
町
長
に
就
任
し
て
以
来
、
一
貫

し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
と
そ

の
強
化
に
傾
注
し
ま
し
た
。
平
成
の
合
併

を
し
な
か
っ
た
こ
と
で
逆
に
、
住
民
の
間

に
も
「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で

や
る
ん
だ
。」
と
い
う
協
働
の
機
運
が
芽

生
え
、
地
域
の
一
体
感
が
育
成
さ
れ
強
ま

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
方
創
生
に
よ
る

転
入
・
移
住
者
に
対
す
る
優
遇
措
置
に
偏

り
す
ぎ
な
い
よ
う
、
元
々
そ
の
地
域
に
暮

ら
し
、
そ
の
地
域
を
守
り
育
て
て
き
た
方

た
ち
へ
の
心
配
り
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
私
の
地
域
振
興
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
モ
ッ
ト
ー
の
ひ
と
つ
に
「
忘
れ
物

を
し
な
い
。
置
い
て
き
ぼ
り
を
し
な
い
。」

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、

新
規
就
農
者
な
ど
の
移
住
者
に
対
し
て
も

温
か
く
迎
え
入
れ
、
協
力
し
合
う
関
係
づ

く
り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
移
り
住
ん
で

こ
ら
れ
る
方
々
も
何
と
な
く
「
ほ
ど
ヨ

イ
！
田
舎
」
の
雰
囲
気
や
住
み
や
す
い
匂

い
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

も「
ほ
ど
ヨ
イ
！
田
舎　

え
ー
が
ん
勝
央
」

を
掲
げ
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
因
み
に
「
ほ
ど
ヨ
イ
」
の

「
ほ
」
は
「
ほ
っ
と
で
き
る
暮
ら
し
と
自

然
」。「
ど
」
は
「
ど
き
ど
き
す
る
出
会
い
」

の
場
。「
ヨ
」は「
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
か
ら
し
っ

か
り
支
援
」。「
イ
」
は
「
イ
ン
フ
ラ
ば
っ

ち
し
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
す
。

勝
央
町
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
の
な
か
に
豊

か
な
自
然
と
文
化
が
宿
り
、
人
情
味
に
満

ち
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
子
育
て
、

教
育
、
医
療
、
介
護
、
高
齢
者
福
祉
、
産

業
、
生
活
の
利
便
性
、
安
全
・
安
心
な
ど

地
域
の
総
合
力
で
他
に
引
け
を
取
ら
な
い

町
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

早
期
収
束
を
願
い
な
が
ら
、今
後
と
も「
ほ

ど
ヨ
イ
！
田
舎
」
を
前
進
さ
せ
、
豊
か
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

随  想

　水
みず

嶋
しま

　淳
じゅん

治
じ

岡山県勝
しょう

央
おう

町長　

「ほどヨイ！田舎」を
前進させます
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全国町村会館には、
会議室・宴会場のほかに、
ふたつのレストランもございます。
お気軽にお立ち寄りください。

和・洋食のレストランも
お気軽にご利用ください

●全国町村会館へのアクセス
・有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
　3番出口徒歩1分
・丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩8分
・タクシー東京駅から約20分

TEL.03（3581）0471
FAX.03（3581）0220
〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号
ホームページアドレス　https://www.zck.or.jp/kaikan

レストラン「ペルラン」 和食処「さいかち」

東京でのイベントに最適な
絶好のロケーションを誇る全国町村会館。
かけがえのないひとときを、
上質なサービスでおもてなしいたします。

3番出口

内
案
ご
の
室
客

ご予約・お問い合わせ

シングル
119室

ダブル
12室

ツイン
18室

SINGLE
ROOM

DOUBLE
ROOM

TWIN
ROOM

県人会など同郷者の集い、
同窓会、親睦会などの懇談会

観光PR、移住セミナー
職員採用試験などの説明会

職員旅行・家族旅行

さまざまな「集いの場」を
演出いたします

広さと設備が多彩な大ホールと、３つの
会議室がございます。
会議・研修、パーティーなどに幅広くご利用
いただけます。

※市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。
和室もございますのでお問い合わせください。
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